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「持続可能な開発のための教育の１０年」推進会議（ESD� -J） 

ESD-J は、2005 年から始まった「ESD の� 10 年」を追い風として、日本における持続可能な社会の

実現に向けた教育を推進するため、社会の課題を扱う教育に関係する� NGO、NPO などの組織や、

個人の動きをつなぎ大きな力としていくことを目指して、2003 年 6 月に発足したネットワーク団体

です。ESD-J は環境・人権・平和・福祉など、多様な分野で活動する� 100 以上の団体で構成され

ています。 

ESD-J の活動

地域における� ESD の活動支援、つなぐ仕組みをつくる地域ネットワークづくり 

より良い政策や、具体的な取り組みを実現していくための政策提言 

ESD のセミナーやコーディネーター養成などの、研修および普及啓発 

ウェブサイトや季刊誌「ESD レポート」など各種メディアによる情報発信 

ESD に関するアジアをベースにした国際ネットワークの推進 

日本のモデルを 

世界へ発信 
 地域における� ESD の活動支援 

地域ネットワークの形成 

コーディネーター養成などの研修

地域 

成果を政策へ反映 

世界の事例を しくみや制度を 
日本で活用 地域へ 

アジアをベースにした 
国際ネットワークの推進 

ESD における世界との窓口

国際 

情報発信 

政府への働きかけ

地方自治体への啓蒙と提案

政策提言 

情報発信 
ESD の認知度拡大 

ESD-J のビジョン、 
活動、ノウハウ等の情報発信

情報 

情報発信 



「ずっと地球と生きる」学校プロジェクト
（主催：日本ユネスコ協会連盟、読売新聞社）

＜授業の目的＞
①現在、地球規模で起きている課題を学ぼう。
②人にも地球にも望ましい発展のあり方を考えよう。
③そのために考え、未来に向け、

出来ることから行動しよう。

教育現場と企業、地域を結び
小学校の「総合的な学習の時間」に
出前授業を行っています。

○持続可能な社会について子どもたちが考えるきっかけ作りとして、企業とNGOの協力で学校へ出前授業を実施しています。
授業は企業と日本ユネスコ協会連盟などから講師派遣し、持続可能ではない現代の社会やこれを改善するための環境への
取り組みを紹介します。

○授業後は担任の先生を中心に、自らが環境に対して、地球に対してどのようなことができるかなどを考え、深めてもらいます。
○これらの模様は読売新聞で記事として取り上げるほか、専用のウエブサイトで全国に発信しています。
○民間ユネスコ活動を通じたＥＳＤへの取り組みを学び広めるために、日本ユネスコ協会連盟が青年会員を対象に行う事業を

通じて、推進者（ファシリテーター）を育成していくことも目指します。
1
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図 1 R C E に お け る 連 携

ＥＳＤの１０年の推進に向けた国連大学の取組み 
添付15

－ 地域の拠点（ＲＣＥ）づくり － 

国際連合大学高等研究所

「国連持続可能な開発のための教育の１０年」（「ＥＳＤの１０年」）の推進に向け 

て、国連大学は「持続可能な開発のための教育に関する地域の拠点（ＲＣＥ）」づくり

を提唱しています。

１．地域の拠点（ＲＣＥ）とは

（ＲＣＥ：� Regional Centres of Expertise on Education for Sustainable Development） 

・ 地域において、ＥＳＤに関わりのある組織、団体等のネットワークを作り、関係者が

連携・協力してＥＳＤをより効果的に実践していこうとするもの 

＜地域レベルで対話の場をつくることにより、ＥＳＤをより効果的に推進＞ 

垂
直
的
リ
ン
ク

持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 に 関 す る 地 域 の 拠 点 （ �  R C E ）

公 的 教 育 非 公 的 教 育

（研 究 機 関 ） 


大 学 大 学 


中 等 学 校 中 等 学 校 

側 面 的 


（科 学 ） 博 物 館

植 物 園

知 識 関 連 機 関

自 然 公 園

初 等 学 校 初 等 学 校
リ ン ク

地 方 公 共 団 体

コ ミ ュ ニ テ ィ 指 導 者

水 平 的 リ ン ク 地 元 企 業

メ デ ィ ア

地 元 N G O

２．地域の拠点（ＲＣＥ）の主な機能

・地域の多様な関係者がＥＳＤに関する情報や経験を交流できるような積極的な対話の 

  場の提供

・ＥＳＤを推進しようとする様々な関係者に対して適切な助言や資料提供をするような 

「地域の知識ベース」の構築

３．今後の地域の拠点（ＲＣＥ）づくりの展望

・2007 年� 7 月現在、日本の仙台広域圏地域、岡山地域、横浜地域及び北九州地域を含む

世界の� 35 地域が国連大学によりＲＣＥとして認定され、更に 2007 年内にはＲＣＥ認

定地域は約 50 地域増えることが予想されている。 

→今後さらにＲＣＥを増やし、ＥＳＤが世界各地で普及・定着することを目指す。 

日本国内においては、ブロック内のＥＳＤ推進役として、東北、関東等の各ブロ

ックごとに１～２地域のＲＣＥを置くことを予定。 



 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  
 

 

  

 

 

 

 

 

日本政府拠出ユネスコ信託基金

ACCU-UNESCO アジア太平洋� ESD 事業� 
添付16

¾ COE 形成プログラム(2006-2010 年)
[事業目的] アジア太平洋地域において、ESD の理念の普及･事業推進のために、優れた活動を行っている組

織を ESD 事業拠点(COE: Centre of Excellence)として支援。 

実施団体 主な事業テーマ 

アジア南太平洋成人教育協議会(AS� PBAE)(NGO) 市民グループによる政策提言への� ESD 的要素の導入

促進とデータ調査手法の研修の実施 

ダッカ･アーサニア･ミッション(DA� M)(NGO) 地域密着型の意識向上プログラム 

タイ環境研究所(� TEI)(NGO) 教員等指導者の革新的な事業の支援と� ESD 教材作成

TVE アジア太平洋(TVEA� P)(NGO) 優良事例の公募とテレビ番組の制作 

南太平洋大学(US� P) 教員養成と既存の講義の改良、新規コースの設置� 

¾ イノベーション創成プログラム(2006-2007 年) 
[事業目的] アジア太平洋地域において、ESD を実施･推進する上で好事例となる革新的な事業の発掘と支援。

実施団体 主な事業テーマ 

インドネシア環境フォーラム：ワルヒ(NG� O) 防災意識と対処能力の向上

ネパール学校外教育リソースセンター(NG� O) 女性や社会的弱者の所得創出と生活向上 

エンマウス高校職業訓練プログラム(NGO)[パラオ� ] 職業技術訓練を通じた青少年育成 

ブータン教育省ノンフォーマル教育局 住民参加型学習による農業生産改良 

ベトナム国立教育研究所特別なニーズを持つ子ど

もの教育センター 

障害を持つ未就学児に対する家庭での初期介入推進

カダザンドゥスン言語財団(NGO)[マレーシア] 少数言語の家族識字向上プログラムと教員研修 

モンゴル教育文化科学省

国立ノンフォーマル教育･遠隔教育センター 

ESD ノンフォーマル教育教材開発及び人材養成 

ウズベキスタン国民教育省

国立教育センター特殊教育資料センター 

インクルーシブ教育の試験的実施 

タイ教育省初等教育局 参加型学習と教員用ガイドライン開発 

中国� ESD 事業委員会 農村部の小中学校の� ESD 活動の実践と教員研修 

注：団体名は仮訳。イノベーション創成プログラムでは� ACCU 制作のマルチメディア環境･� ESD 教材(PLANET)も活用。� 

http://www.accu.or.jp/esd/index.html 




